
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2026 年 2 月 27 日(金)、新規ブランド産品「京はたけ菜」の試食会を、当 JA 羽束

師支店にて開催しました。 

 「京はたけ菜」は、新たなブランド品として、2025 年 10 月1 日に府内で初となる

ブランド産地として、当 JA 管内の京都市伏見区、西京区、大山崎町が指定を受けまし

た。 

葉物野菜としてのブランド品目追加は、京みず菜・京壬生菜に次いで約 30 数年ぶり

となります。 

 「京はたけ菜」のブランド化は、京の伝統野菜の復興、近年の農業生産現場における

産地の活性化を図ることが狙いです。 

 今回の試食会は、従来から伝統的に栽培されてきた在来種と一般種と比較して食味を

確認することを目的として開催しました。 

 当日は、JA 職員が調理した 3 品を提供し、京都府や京都市、全農京都府本部など関

係機関の担当者がそれぞれ食べ比べ食味について評価しました。 

 どちらの種も、たいへんおいしいという評価でした。 
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ＴＡＣ information  

2019 年から新たな産地化へ向けて「京おくら」の

生産拡大に取り組んできました。 

以降、右肩上がりで実績を伸ばすことができました。 

3 月 2 日(月)淀支店管内で、硬めの培土である固化培

土の試験を行うため、播種を行いました。 

根鉢ができる前に定植できることが、この固化培土の

最大の特徴です。 

通常の定植と比較して、オクラの直根性の特性が出て

くるのか、今後調査していきます。 



 

力強い挨拶をされた冨阪裕一組合長 


